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イラストレーション

而自

⑧

走

　長く雪に埋もれる生活が始まる。取り入れも終わり息

つく暇もなく、とうちゃんは昼間は冬じたく、夜は夜な

べでわら仕事。かあちゃんは繕い物のかたわら、正月の

ごちそう作りを始める。子供たちもかたわらでお手伝い

と・師走は正月を前に気ぜわしい月。晴れた日を見計ら

ってのすす掃きや納豆寝せ、もちつき、正月飾りと準備

にいそしんだ。

12月の土曜閉庁は、14日と28日です。



婆職

県穫業

知定訓
事功
表労練
彰で栢森孝一さん

（昭和町1・65歳）

　
十
一
月
八
日
働
、
新
潟
市
で
開
か
れ

た
平
成
三
年
度
県
職
業
能
力
開
発
促
進

大
会
の
席
上
、
栢
森
さ
ん
は
職
業
訓
練

の
振
興
に
寄
与
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
栢
森
さ
ん
は
、
職
業
訓
練
法
人
十
日

町
職
業
訓
練
協
会
の
会
長
と
し
て
、
十

日
町
高
等
職
業
訓
練
校
の
拡
充
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
建
築
科
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
職
業
訓
練
校
は
、
時
代
の
要
求
に

こ
た
え
て
現
在
は
電
子
計
算
機
科
や
測

量
科
、
建
築
製
図
科
な
ど
の
科
も
増
え
、

若
い
人
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
訓
練
を
受

け
る
市
民
の
研
修
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

「
わ
た
し
個
人
で
は
な
く
、
役
員
各

位
の
骨
折
り
が
認
め
ら
れ
て
代
表
と
し

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
他
の
役
員
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
こ

と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
「
表
彰
を

受
け
た
の
は
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
れ
と

い
う
意
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
後

継
者
育
成
に
情
熱
を
燃
や
し
続
け
ま
す
。

食
生
活
改
善

事
業
功
労
で
、

　
　
　
　
県
知
事
表
彰徳永マスイさん

（北新田3・64歳）

　
徳
永
さ
ん
は
、
十
月
二
十
九
日
㈹
弥

彦
村
で
開
か
れ
た
県
健
康
づ
く
り
県
民

大
会
で
、
食
生
活
改
善
事
業
に
寄
与
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
県
知
事
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　
「
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
れ
ま
し
た
」
，
と
語
る
徳
永
さ
ん
は
、

保
健
所
が
実
施
す
る
栄
養
教
室
を
終
了

し
て
、
食
生
活
改
善
推
進
委
員
に
な
っ

た
の
が
昭
和
四
十
五
年
。
以
後
二
十
二

年
間
地
区
役
員
や
副
会
長
を
歴
任
し
、

現
在
は
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
、
会
の
運
営
・
後
輩
の
育
成

に
努
め
、
地
域
に
お
い
て
は
精
力
的
に

講
習
会
、
研
修
会
を
開
催
し
て
地
域
の

食
生
活
改
善
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
「
市
か
ら
お
金
を
い
た
だ
い
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
の
で
そ
れ
に
こ
た
え
た

活
動
と
、
成
人
病
が
少
し
で
も
減
っ
た

ね
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

で
す
」
と
、
こ
れ
か
ら
も
よ
き
リ
ー
タ

ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

難

難
　家全
　族国
理会精
事連神

長墾
表四目
彰　者富井房江さん

（珠川1・70歳）

　
精
神
障
害
者
を
抱
え
る
家
族
会
の
全

国
大
会
が
、
十
月
十
七
・
十
八
日
の
両

日
宮
城
県
民
会
館
で
開
か
れ
、
富
井
さ

ん
は
家
族
会
活
動
に
長
年
尽
力
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
全
国
精
神
障
害
者
家

族
会
連
合
会
理
事
長
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。　

「
自
分
が
何
を
し
た
と
い
う
の
で
は

な
い
ん
で
す
。
大
勢
の
人
の
協
ガ
の
お

か
げ
、
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
受
賞
し

ま
し
た
」
と
喜
び
を
話
す
富
井
さ
ん
。

　
昭
和
四
十
六
年
に
地
域
家
族
会
の
設

立
や
条
例
制
定
、
な
か
さ
わ
作
業
所
の

運
営
な
ど
、
二
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

献
身
的
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
富
井
さ
ん
は
、
不
幸
に
し
て
三
男
が

小
児
ま
ひ
と
な
り
、
自
分
が
い
な
く
な

っ
た
あ
と
も
自
立
で
き
る
よ
う
に
と
、

自
分
の
生
涯
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
「
障
害
者
が
助
け
合

っ
て
暮
ら
せ
る
宿
泊
機
能
の
あ
る
施
設

が
ほ
し
い
」
と
、
富
井
さ
ん
は
会
の
副
会

長
と
し
て
強
く
内
外
に
訴
え
て
い
ま
す
。

川
治
小
学
校
に
新
ブ
ー
ル
が
完
成

　
七
月
二
十
四
日
か
ら
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
た
川
治
小
学
校
（
飯
塚
勇
校
長
）

の
プ
ー
ル
が
十
月
三
十
日
完
成
し
、
十

一
月
九
日
d
b
竣
工
式
が
須
藤
県
議
、
丸

山
市
長
ら
関
係
者
約
六
十
名
が
参
加
し

麗

新プールでの初泳ぎが待ち遠しい

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
完
成
し
た
プ
ー
ル
は
、
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
（
F
R
P
）
構
造
で
縦
二
十
五

層
、
横
十
三
㌶
（
六
コ
ー
ス
）
。
機
械
室
、

便
所
、
シ
ャ
ワ
ー
槽
、
洗
体
槽
、
洗
眼

な
ど
の
附
帯
設
備
と
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に

は
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

が
敷
き
つ
め
ら
れ
、
総
工
事
費
約
五
千

二
百
万
円
で
完
成
し
ま
し
た
。

　
同
校
の
旧
プ
ー
ル
は
三
十
三
年
の
歴

史
を
数
え
、
四
、
九
七
四
人
の
児
童
が

事
故
も
な
く
利
用
し
、
そ
の
使
命
を
果

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
プ
ー
ル
の

老
朽
化
に
よ
り
限
界
に
達
し
、
学
校
、

地
域
を
あ
げ
て
新
プ
ー
ル
建
設
を
待
望

し
て
き
た
も
の
で
す
。

下
条
小
学
校
の
体
育
館
が
新
装

、
十
一
月
十
六
日
d
b
、
下
条
小
学
校
（
田

村
厚
校
長
）
で
体
育
館
の
大
規
模
改
造

工
事
が
終
わ
り
、
丸
山
市
長
を
は
じ
め

地
域
の
代
表
が
集
ま
り
記
念
祝
賀
会
が

儲

明るく見違えるようになった体育館

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
の
体
育
館
は
昭
和
三
十
八
年
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
二
十
八

年
経
過
し
老
朽
化
が
進
み
、
地
域
を
中

心
に
改
造
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
三
年
七
月
二
十
四

日
か
ら
七
、
三
五
一
万
九
千
円
を
か
け

て
、
屋
根
、
外
壁
、
内
壁
、
床
、
窓
枠
、

電
気
設
備
を
改
修
し
、
さ
ら
に
児
童
玄

関
を
兼
ね
た
昇
降
口
、
便
所
等
の
改
修

も
行
い
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
に
先
立
ち
、
九
時
か
ら
は
記

念
音
楽
発
表
会
が
行
わ
れ
、
児
童
た
ち

は
明
る
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
体
育
館
で
、

元
気
な
歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

2



冬の「こみ収集』にこ協力を
　　　冬期収集12月1日～来年3月31日
　今冬のごみ収集も一部の地域を除いて、夏期の収集計画どお

りに行います。収集日が変更になる地域、収集が休みになる地

域は下表のとおりです。冬期間は、降雪の状況によって一時的

に収集が不可能になる場合があり、ご不便をおかけしますが、

皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　衛生施設組合盈52－3924・57－1751

燃
灘
難
驚
鐵
購
纏

　
　
灘
籔
籔
鑛

離
馨
・
窯
鐵
響

　
　
鐡
霧
鱗
禦

霧
谷
埋
立
地
は
降
雪
が
あ
り
し
だ
い
閉
鎖
し
ま
す
。
燃
え
な
い
ご
み
は
高
城

沢
と
な
り
ま
す
。
（
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
4
時
3
0
分
　
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

年
末
目
1
2
月
3
0
日
㈲
ま
で
収
集
を
し
ま
す
。

年
始
ー
1
月
4
日
G
D
か
ら
収
集
を
始
め
ま
す
。

水道事業上半期の業務状況
　平成3年度上半期（平成3年4月1日～9月30日まで）

水道事業の業務状況をお知らせします。消費税相当分を

除いて表示しています。

　損益計算書（3年4月1日～9月30日）

ごみ収集が休みになる地域
地匪麟 辮　象　蜷域

十日町、川治

六箇、吉田

津池、菅沼、大池、赤倉、椌木、長里、

落之水、船坂、塩ノ又、中手、中平

中　条

嘉勝、池谷、蕨平、東枯木又、西枯木

又、三ツ山、上田原、宇田ケ沢、山新

田、中条菅沼、小貰

下　　条
仙之山、平、漉野、慶地、二子、願入、

塩野

水　　沢
池ノ尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、

当間、大石、南雲、中在家、珠川

降雪・道路状況により、収集車が通行でき、かつ収

　　　　　　　　　　　　8集車1台分くらいの量になるときは、衛生組合長

さんを通じて衛生施設組合までご連絡ください。

糞　　　畿 収　　　義

科　麟 饗額欝顯 科　團 金額鯵隅

営業費用『 2億0，096営業収益 3億2，014

営業外費用 1億1，417営業外収益 1，483

※小　　計 3億1，513

上半期利益 1，984

合　計 3億3，497 合　計 3億3，497

貸借対照表（3年4月1日～9月30日）

．資　　　産 難債お漢ぴ資奉

科　灘 金額擁鰯 科　團 金額鯵繭

固定資産 34億5，637 固定負債 882

流動，資，産 3億3，989流動負債 1，452

繰延勘定 1，413 資　本　金 36億4，035

剰　余　金 1億2，686

上半期利益 1，984

合　計 38億1，039 合　計 38億1，039

給水業務量の状況（3年4月1日～9月30日）

収集日が変更になる地域

薄象地蟻
燃箋る灘灘 燃えな》・ごみ

嚢期 冬期 夏獺 冬期

名　ケ　山

鉢（バス回転場まで）
水・土 水・土 月

第3

月

鷹．灘 纏年塵 璽羅獲
・姥　　較

繕減 姥率

給水栓数（栓） 8，913 8，804 109 101．2

配
水
量

総量（m・） 1，983，428 1，965，032 18，396 100．9

1日最大（m・） 13，811 13，976 △165 98．8

1日平均（m・） 10，838 10，738 100 100．9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※平成2年11月25日号・3年6月10日号でお知らせした2年度上半
期の配水量（総量および一日平均）に誤りがありましたので訂正し

ておわびします。

な
か
さ
わ
作
業
所
が
十
周
年
記
念
事
業

　
精
神
障
害
者
が
社
会
復
帰
を
目
指

し
、
職
業
訓
練
を
行
う
施
設
「
な
か
さ

わ
作
業
所
」
の
創
立
十
周
年
記
念
事
業

が
、
十
月
二
十
五
日
㈲
ラ
ポ
ー
ト
十
日

町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
層
絹
、
肇
遊
ま
病
質
武
ウ
翻

遷わ鱈鰯

1日も早い社会復帰と10周年を祝う丸山市長

　
丸
山
市
長
を
は
じ
め
、
県
や
市
議
会
・

家
族
会
の
関
係
者
な
ど
約
五
十
名
が
参

加
。
六
名
の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
の
贈
呈

や
中
山
康
夫
先
生
（
中
条
病
院
長
）
の

講
演
が
行
わ
れ
、
十
周
年
を
祝
う
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
社
会
復
帰
を
祈
り

合
い
ま
し
た
．

　
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
に
家
族
会
を

発
足
し
、
五
十
三
年
東
京
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
の
一
室
を
借
り
て
の
造
花
づ
く

り
で
出
発
し
ま
し
た
。
五
十
六
年
六
月

に
県
の
補
助
を
受
け
、
高
田
町
の
中
沢

川
の
ほ
と
り
に
作
業
所
を
開
設
。
六
十

一
年
四
月
に
山
本
町
一
に
移
転
し
、
二

十
名
前
後
の
障
害
者
が
社
会
復
帰
を
目

指
し
て
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

三
十
周
年
を
迎
え
た
簡
易
水
道
事
業

　
十
一
月
十
三
日
㈱
、
簡
易
水
道
事
業

創
設
三
十
周
年
記
念
式
典
が
ク
ロ
ス
ー
0

で
行
わ
れ
、
筒
井
代
議
士
を
は
じ
め
、

市
・
市
議
会
・
業
者
・
地
域
の
関
係
者30年の歴史を振り返りあいさつする丸山市長

ら
約
百
名
が
参
加
し
て
三
十
周
年
を
祝

い
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
簡
易
水
道
は
、
昭
和
三

十
六
年
に
旧
水
沢
村
の
野
中
地
区
・
安

養
寺
地
区
に
給
水
を
開
始
し
て
、
そ
の

歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
来
、
当
間
、

吉
田
、
北
原
地
区
な
ど
二
十
二
地
区
の

生
活
用
水
を
確
保
し
て
き
ま
し
た
。
現

在
給
水
戸
数
は
四
千
八
戸
、
　
一
万
五
千

九
百
五
十
二
人
の
給
水
人
口
を
誇
り
、

九
七
・
四
一
％
の
普
及
率
を
達
成
し
、

県
内
一
の
地
区
数
を
有
す
る
ほ
ど
整
備

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
池
沢
、

船
坂
、
ニ
ツ
屋
の
集
落
に
給
水
す
る
た

め
の
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
し
た
。

平成3年11月25日3とおガ誕旨
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こ
ん
な
セ
き
は
す
ぐ
に
届
け
出
を

　
　
　
　
　
1
届
け
出
が
遅
れ
る
と
思
わ
ぬ
不
利
益
も
ー

　
三
月
・
四
月
の
異
動
時
期
と
並
ん
で

出
稼
ぎ
に
出
た
り
、
夏
期
雇
用
が
切
れ

る
な
ど
、
保
険
の
異
動
が
多
い
時
期
を

迎
え
ま
し
た
。

　
社
会
保
険
な
ど
国
民
健
康
保
険
以
外

の
医
療
保
険
に
加
入
し
た
り
、
逆
に
脱

退
し
た
と
き
な
ど
、
ご
家
庭
で
左
表
の

よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
市
民
課
の
窓
口
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

届け出が必要な事項

　
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
て
い
る
人

は
、
医
療
機
関
に
も
す
ぐ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
国
民

健
康
保
険
料
を
二
重
に
支
払
っ
た
り
、

保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

と
、
思
わ
ぬ
不
利
益
を
被
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
届
け
出
は
、
会
社
や
事
業
所
は
し
て

く
れ
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
世
帯
主
か
ご

家
族
の
人
が
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

国保‘こ入るとき 持参する　もの
転入してきたとき 印かん

他の健康保険をやめたとき 印かん、資格喪失証明書

生活保護をうけなくなったとき 印かん、保護廃止通知書

子供が生まれたとき 印かん、保険証、母子手帳

国保をやめるとき 持参する　もの
転出するとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき 印かん、両方の保険証

生活保護をうけるとき 印かん、保険証、保護開始通知書

加入者が死亡したとき 印かん、保険証、死亡の証明

そ　　の　　ほ　　か 持参する　もの
市区町村内で住所が変わったとき 印かん、保険証

世帯主が変わったとき 印かん、保険証

世帯がわかれたり、いっしょになったとき 印かん、保険証

退職者医療制度の対象になったとき 印かん、保険証、年金証書

保険証をなくしたとき（あるい
は汚れて使えなくなったとき）

印かん、本人であることを証明
するもの（免許証など）

修学のため、別に住居を定めるとき 印かん、保険証、在学証明書

出かせぎ・長期の旅行 印かん、保険証

■問い合わせ　保健衛生課国保係（智57－3111内線140・141）

〈
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者
〉

　
表
中
の
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
者

と
は
、
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
人
で
、

会
社
等
に
通
算
し
て
二
十
年
以
上
勤
め

た
人
ま
た
は
、
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

十
年
以
上
勤
め
た
人
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
の
人
と
扶
養
者
は
、
有
利
な
保
険

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

忘
れ
な
い
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
医
療
を
受
け
て

い
る
人
も
被
保
険
者
証
が

変
わ
っ
た
ら
届
け
出
を

　
老
人
保
健
医
療
を
受
け
て
い
る
人
で
、

被
保
険
者
証
の
記
号
・
番
号
が
変
わ
っ

た
人
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
例
え
ば
、
A
と
い
う
会
社
か
ら
B
と

い
う
会
社
に
勤
め
を
変
え
る
と
、
被
保

険
者
証
の
記
号
・
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
社
会
保
険
の
間
で
の
異

動
だ
け
で
、
国
保
に
加
入
す
る
必
要
が

な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
今
使
っ
て
い

る
被
保
険
者
証
が
変
わ
っ
た
人
は
、
す

ぐ
に
保
健
衛
生
課
国
保
係
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
診
療
を
受
け
て
い

る
人
は
医
療
機
関
に
も
す
ぐ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

愛と健康の贈りもの
一あなたの胃臓は2人の
　　　胃不全，患者を救います』
　■問い合わせ　十日町保健所（暦57－2400）

　　　　　保健衛生課（暦57－3111内線138）

　
　
腎
不
全
患
者
は

〈
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
年
々
増
加
し
て
い
ま
す

　
腎
臓
の
機
能
が
極
度
に
弱
ま
っ
た
腎

不
全
患
者
は
、
人
工
腎
臓
に
よ
る
透
析

治
療
を
受
け
て
、
生
命
を
維
持
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
日
本
全
国
の

透
析
患
者
は
八
万
八
千
人
で
、
毎
年
約

七
千
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
新
潟
県
で

は
約
二
千
人
で
、
毎
年
約
百
人
も
増
え

て
い
ま
す
。

　
透
析
療
法
は
、
腎
不
全
患
者
に
と
っ

て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
治
療
法
で

す
が
、
週
に
二
回
～
三
回
、
一
回
当
た

り
四
～
五
時
間
も
か
か
り
社
会
生
活
に

影
響
し
ま
す
。
ま
た
、
水
分
や
塩
分
の

き
わ
め
て
厳
し
い
摂
取
制
限
が
あ
り
日

常
生
活
に
も
影
響
が
及
び
ま
す
。

　
　
唯
一
の
根
治
治
療
は

　
〈
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
腎
臓
移
植
で
す

　
腎
臓
移
植
は
、
腎
不
全
の
唯
一
の
根

治
治
療
で
す
。
移
植
に
成
功
す
る
と
、

患
者
は
病
気
に
な
る
前
と
同
じ
よ
う
に

自
由
に
食
事
を
と
り
、
普
通
の
社
会
生

活
を
送
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

近
年
、
腎
臓
移
植
の
技
術
は
著
し
く
向

上
し
ま
し
た
。

　
　
腎
臓
バ
ン
ク
ヘ
の

　
〈
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
　
　
登
録
は
簡
単
で
す

　
死
後
に
自
ら
の
腎
臓
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
意
志
の
あ
る
方
の
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
「
腎
臓
登
録
者
力
ー
ド
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
投
か
ん
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
登
録
は
「
死
後

の
腎
臓
の
提
供
意
志
」
の
登
録
で
あ
り
、

こ
れ
だ
け
で
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
死
後
に
腎
臓
を
提
供
し
て
い
た
だ
く

事
態
が
発
生
し
た
時
は
、
あ
ら
た
め
て

ご
家
族
を
は
じ
め
関
係
の
方
々
の
御
同

意
を
い
た
だ
く
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

　
登
録
が
済
む
と
働
新
潟
県
腎
臓
バ
ン

ク
か
ら
あ
な
た
に
「
腎
臓
提
供
者
登
録

力
ー
ド
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
登
録
さ
れ
た
方
で
も
万
一
何
ら
か
の

事
情
に
よ
り
、
腎
臓
提
供
の
意
志
が
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
連
絡
す
れ
ば
取
り

消
し
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▼
㈲
新
潟
県
腎
臓
バ
ン
ク
（
新
潟
市
新

　
光
町
4
1
1
県
環
境
保
健
部
公
衆
衛

　
生
課
内
暦
鰯
－
獅
1
5
5
1
1
）

▼
十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7
…
2
4
0
0
）

▼
保
健
衛
生
課
（
智
5
7
1
3
1
1
1
）
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『
U
夕
ー
ン
調
査
』
結
果
ま
と
ま
る

　
　
　
1
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
な
ど
へ
の
就
職
が
目
立
つ
ー

　
六
月
に
市
と
公
共
職
業
安
定
所
・
商
工
会
議
所
で
、
∪
タ
ー
ン
就
職
促
進

協
議
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
嘱
託
員
な
ど
の

ご
協
力
を
得
て
、
∪
タ
ー
ン
就
職
を
進
め
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
ね
ら
い
）

　
優
良
企
業
の
進
出
や
既
存
企
業
の
繁

栄
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
の
場
が
拡
大
し
、

就
職
の
機
会
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
人
手
不
足
が
一
段
と
広
が
っ

て
い
る
状
況
で
す
。
そ
の
足
が
か
り
と

し
て
、
市
外
に
出
て
い
る
優
秀
な
多
く

の
人
々
か
ら
十
日
町
に
戻
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
ね
ら
い
に
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
後
継
者
不
足
が
叫
ば
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
態
を
探
る
こ

と
も
ね
ら
い
と
し
ま
し
た
。

（
対
象
者
）

　
平
成
三
年
七
月
一
日
現
在
の
一
万
二

千
五
百
五
十
四
世
帯
を
対
象
に
し
ま
し

た
。（

期
　
間
）

　
平
成
三
年
七
月
二
十
五
日
㈲
～
八
月

二
十
五
日
㈲
の
一
カ
月
間

（
方
　
法
）

　
郵
送
と
市
職
員
を
通
し
て
、
嘱
託
員
・

隣
組
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
調
査

票
を
配
布
、
回
収
し
ま
し
た
。
記
入
に

あ
た
っ
て
は
、
各
家
庭
の
中
心
的
な
立

場
の
人
か
ら
、
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（
回
収
状
況
）

　
県
外
な
ど
に
出
て
い
る
人
が
、
一
時

的
に
帰
省
す
る
お
盆
や
お
祭
り
に
合
わ

せ
て
調
査
期
間
を
設
け
ま
し
た
。
回
収

率
は
全
世
帯
一
万
二
千
五
百
五
十
四
の

う
ち
四
三
％
に
あ
た
る
、
五
千
三
百
七

十
七
の
世
帯
か
ら
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。吉田（412）7．7％

干日町　’

（1，309〉

難24・3鑛

　　　水沢

　　　／687）

下条　12．8％
（453）

、8．4賜

イ．いる

ウ／2，289）

　　　42．6％

　　　　中条

（1，414〉

26．3錫
「
　　　　州治

　　　　　ゴ　　　　（1，002〉

六箇　　18，6％

（100）

1．9％

質
問
一
　
あ
な
た
の
ご
家
庭
は
後
継
者

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。

　
イ
、
い
る
…
…
…
…
…
四
二
・
六
％

　
ロ
、
い
な
い
…
…
…
…
一
八
・
○
％

　
ハ
、
わ
か
ら
な
い
…
…
三
九
・
四
％

ヨ
い
な
い
」
「
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え

た
世
帯
の
合
計
は
五
七
・
四
％
で
、
半

分
以
上
の
世
帯
で
後
継
者
に
つ
い
て
不

安
を
抱
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

ら
い

か
な
　
射
錫

わ
　
　
猛
4

、
。
　
　
　
，
甑

ノ
　
　
穣
3

日．いない

（96g／

18．0％

次
い
で
農
業
の
二
〇
・
四
％
、
商
業
の

七
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
不
明
」

に
つ
い
て
は
、
最
も
多
い
の
が
会
社
員

の
四
二
⊥
％
、
次
い
で
農
業
の
一
五
・

六
％
、
商
業
の
七
・
四
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
㈱
眺

　
　
　
　
・
　
轟
3

　
　
　
　
　
Q
2

イ，は㌧

質
問
二
　
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
、
市
外

で
就
職
し
て
い
る
子
供
さ
ん
を
将
来
呼

び
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
イ
、
は
い
…
…
…
…
…
二
八
・
○
％

　
ロ
、
い
い
え
…
…
…
…
三
一
・
一
％

　
ハ
、
不
明
…
…
…
…
…
四
〇
・
九
％

　
「
呼
び
戻
し
た
い
」
中
で
、
一
番
多

か
っ
た
の
が
会
社
員
の
三
六
・
五
％
、

次
い
で
農
業
の
一
七
・
六
％
、
商
業
の

八
・
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
「
考
え
て
い
な
い
」

と
答
え
た
の
は
会
社
員
の
三
三
・
三
％
、

市外で生活している人の県別内訳

〆　ハ．不明

1綱

口．いいス』

　　（1，673）

　　　31。1％

質
問
三
　
市
外
（
津
南
町
・
川
西
町
・

中
里
村
を
除
く
）
で
生
活
し
て
い
る
人

を
教
え
て
く
．
だ
さ
い
。

　
左
の
都
道
府
県
別
の
表
を
み
て
も
わ

か
る
と
お
り
、
東
京
が
三
七
・
六
％
と

圧
倒
的
に
多
く
、
関
東
地
区
四
都
県
で

七
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
一
度
は
都
会
に
出
て
み
た
い
か
ら
」

「
地
元
に
希
望
す
る
求
人
が
な
い
」
な

ど
、
依
然
と
し
て
都
会
志
向
が
強
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
ま
と
め
）

　
第
一
弾
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
「
ふ
る
さ
と
で
咲
か
せ
ま
し
ょ
う

ー
あ
な
た
の
夢
」
を
合
言
葉
に
質
問
三

で
寄
せ
て
く
れ
た
情
報
二
千
百
七
十
三

人
の
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

約
五
百
人
か
ら
返
事
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
第
二
弾
（
分
析
）
に
つ
い

て
は
、
ま
と
ま
り
次
第
市
報
で
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
U
タ

ー
ン
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
公
共
職
業

安
定
所
（
盈
5
7
i
2
4
0
7
）
ま
た
は
、

商
工
観
光
課
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線

謝
）
へ
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
　
　
”
8

　
　
　
　
　
　
　
◎
夢

　
　
　
鱗

　
　
　
　
樋

　
　
　
　
多

都道府県名 男 女 諦

北海道 6 2 8
青森県 1 1
岩手県 3 1 4
宮城県 8 8
秋田県 2 2
山形県 1 1 2
福島県 9 9
茨城県 18 6 24

栃木県 8 4 12

群馬県 23 15 38

埼玉県 168 103 271

千葉県 98 52 150

東京都 463 354 817

神奈川県 186 99 285

新潟県 234 128 362

富山県 2 8 10

石川県 6 4 10

福井県 3 3
山梨県 2 2 4
長野県 22 14 36

岐阜県 2 5 7
静岡県 15 4 19

愛知県 16 12 28

三重県 2 2
滋賀県 1 1
京都府 16 2 18

大阪府 15 5 20

兵庫県 4 3 7
奈良県 1 2 3
和歌山県 2 2
鳥取県 1 1
岡山県 2 2
福岡県 3 3
沖縄県 1 1
国　　外 2 1 3
合　　計 1，346 827 2，173

とおゴr夢3平成3年11月25日5



　　　　　　　　　　　　　　
鞭

　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燭　　　　　　　醗　　　　　耀　　襯　　繋癒篠　　　　　　　　　　　　　鋸　　　　　　　　　　　蟹　　　　　　　　　購　　　　　　　　灘
　　　　　　再

　　　　　癩
　　　窃猛麟

芸術協会チャリティー展

芸術協会会員が日頃の制作活動の

成果を格安に販売します。この機会

に是非おいでください。

■と　き　12月7日dD午前9時～午

後9時、8日（日）午前9時～午後6

時

■ところ　十日町市民会館ギャラリ

■作　品　日本画・洋画・前衛・彫

塑・工芸・書道・写真・版画

■問い合わせ　十日町市公民館（智

57－5011）へ。

税の相談にどうぞ
所得税、贈与税、相続税などの税

務相談、どんなことでもかまいませ

ん。お気軽においでください。

■と　き　12月20日働午前10時～午

後3時
■ところ　十日町市役所

■担当　関東信越国税局税務相談

　　　　貸出文庫をご利用ください
　今年も次のところに貸出文庫を開　　　■冬期貸出文庫（12月～3月）

設しています・ご利用ください・書地齢町内配本所電翫

■通年貸出文庫　　　　　　　　　　出　　　　新宮2村山千玄宅　58一
　　　　　　　　　　　　　　　　は　水沢
工由にア　田犀由　　需コ　締ビ　麗仁　藤詳韓仁認且　　　￥　　　　　工庄m1　　臣担，1、：吐m△圭六　　【0

地区 町内 配本所 電話番号

水沢
新宮2 村山千玄宅 58－2735

珠川1 馬場小珠田分校 58－3816

川治 北新田3 樋口義一宅 57－1078

中条 四日町2 滝沢正一宅 57－0593

飛渡

新　水 飛渡第一小 59－2077

山新田 〃第二小 59－2139

東枯木又 山田房吉宅 59－2323

西枯木又 春川善七宅 59－2216

吉田

稲　葉 丸山孝一宅 57－1865

鉢　2 真　田　小 52－4001

名ケ山 名ケ山小 52－2928

下条

上新田1 堀　義一宅 56－2765

漉　野 東下組小 55－2532

願　入 願入冬季分校 56－2147
（水落満長）

ひ
と
り
2
冊
以
内
で
、
2
週
間
ま
で
で
す
。

地区 町内 配本所 電話番号

水沢
姿　2 公民館姿分館 58－2246

（田中木工）

土市2 水沢保育所 58－2103

川治
塚原町 十日町保健所 57－2400

池之平 八箇保育園 57－0062

十日町

下川原町 西保育所 57－0338

津　池 公民館津池分館 57－3608
（小林賢祐）

赤　倉 赤　倉小 57－5705

中条 北　原 北原保育所 52－3339

下条 漉　野 東下組保育園 55－2119

吉田

山　谷 藤巻功宅 52－3047

高　島 涌井コンクリート 57－4914

鉢 鉢保育園 52－5544

　
　
　
官

ろ
当
談

こ
　
　
相

と
担
室

■
　
　
■

■問い合わせ　十日町税務署（智52

　3181）へ。

12月4日一1旧「人権週間」

　昭和23年12月10日は、国際連合に

おいて世界人権宣言が採択された日

です。毎年この12月10日を「人権デ

ー」、10日を最終日とする1週間（12

月4日から10日）を「人権週問」と

定めています。

　この機会に人権の大切さを認識し、

お互いに人権を守りましょう。

’91ボランティア交流会

　　クリスマス・バーティー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈おねがい〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　●受付は11時からです。進行の
　　ρ

　　》

囹300円以内のプレゼントを持ってきてください。（メッセージを添えて）

幽申し込み　12月4日㈱までに、十日町市社会福祉協議会（市役所内智内線150）

　へ、申込書を提出してください。

　
　
　
　
　
平
成
8
年
の
北
越

　
　
　
　
急
行
開
業
に
向
け

　
　
　
　
て
、
市
内
で
は
駅
西

　
　
　
　
の
高
架
橋
な
ど
目
に

　
　
　
　
見
え
る
形
で
工
事
が

　
　
　
　
進
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
今
回
か
ら
3
回
に

　
　
　
　
わ
た
り
市
内
に
設
置

　
　
　
　
さ
れ
る
三
つ
の
駅
と

　
　
　
　
そ
の
周
辺
整
備
に
つ

　
　
　
　
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◎
津
池
駅
（
美
佐
島
駅
）

　
津
池
駅
（
美
佐
島
駅
）
は
北

越
北
線
の
停
車
駅
と
し
て
は
唯

一
の
地
下
駅
で
す
。
地
下
約
1
3

㌶
の
所
に
ホ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、

地
上
に
は
、
豊
か
な
自
然
と
調

和
す
る
よ
う
に
雪
国
の
大
屋
根

民
家
風
の
建
物
を
建
築
し
ま
す
。

　
内
部
は
二
つ
に
分
か
れ
、
美

佐
島
地
域
や
市
内
の
観
光
案
内

を
行
う
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
と
地
域
の
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
建
物
の
周
囲
に
は
雨
や
雪
を

避
け
る
た
め
の
回
廊
と
中
央
部

に
イ
ベ
ン
ト
広
場
を
設
け
、
前

面
に
は
池
や
芝
生
な
ど
の
公
園

緑
地
を
整
備
し
ま
す
．

　
広
場
面
積
は
約
2
、
7
0
0

平
方
材
事
業
費
約
1
億
4
、
8

0
0
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
隣
接
地
に
は
北
越
北

線
電
化
の
た
め
の
変
電
所
と
送

電
用
鉄
塔
も
建
設
さ
れ
ま
す
。

一
◎
新
座
駅

　
新
座
駅
は
、
赤
倉
ト
ン
ネ
ル

の
出
口
に
位
置
し
、
地
元
要
望

駅
と
し
て
追
加
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
約
7
0
層
の
ホ
ー
ム
が
あ
る

停
車
駅
で
、
駅
舎
は
建
設
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
北
越
北
線
の
十
二

の
駅
の
う
ち
六
日
町
・
十
日
町

駅
に
つ
い
で
駅
周
辺
の
人
口
が

多
い
駅
と
な
り
、
湯
沢
・
首
都

圏
方
面
や
直
江
津
・
北
陸
方
面
、

市
街
地
へ
の
交
通
路
と
し
て
利

用
が
多
く
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
駅
前
広
場
は
、
約
1
、
2
0
0

平
方
屑
、
事
業
費
約
6
、
4
0
0

万
円
で
、
子
供
や
お
年
寄
り
が

利
用
し
や
す
く
地
域
の
交
通
の

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
も
た
せ

た
広
場
づ
く
り
を
行
い
、
駐
車
・

駐
輪
場
、
修
景
施
設
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。
（
地
域
開
発
室
）

※
駅
名
は
い
ず
れ
も
仮
称

　㌧

　＼

，轟論

軸　　　　■噸

脚蹴＿一．一一9…へ、らこ

津池駅イメージ図
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社会福祉事業へ＝徳永広太郎（川

治内後・3万円…香典返し）小海重

夫（錦町1・3万円…香典返し）岡

村建治（北新田2・1，000円）十日町

郵便局（122，634円）明灯会（11，926

円）勝又薬局（昭和町2・1，022円）

匿名（5万円）

羽根川荘へ二妻有荘（幸町・1，600

円）長寿会（加賀糸屋町・2，000円）

四日町杉の子会（2，000円）朝日老人

クラブ（6，500円）妻有老人クラブ（4，

500円）中条病院（6，400円）羽根川

荘窓口募金（3，078円）村山常治（春

日町1・アンマ機1台）

なかさわ作業所へ二消費者協会十

日町支部（山ロー子会長・31，493円）

雲仙普賢岳義援金へ＝下条みんよ

う協会（山田桂会長・135，256円）匿

名（2，000円）匿名（2，000円）

交通遺児等援助基金へ＝11月15日

現在：10，799，835円　関口潔（加賀

糸屋町・26，300円）吉田地区交通安

全自治会（馬場和市郎会長・10万円）

公民館へ＝富井裕子く水沢2）

博物館へ二小杉栄三（四日町2）

池田良夫（尾崎）阿部タカ（寿町4）

遠田久美子（川治上町）小海春雄（名

ヶ山）宮沢忠男（小黒沢）金沢ナホ

（水沢2）

平和基金へ＝11月15日現在：4，

937，340円　原水爆禁止十日町市協

議会（松井愛美会長・100万円）

地域福祉基金へ＝川西高校緑江祭

（堀好伸実行委員長・2万円）㈲新

装（3周年記念コンペ参加者一同・

51，900円）十日町市農協（農協祭チ

ャリティー・93，984円）

特別養護老人ホーム「三好園」へ＝

小宮山弥（慶地・5万円）清水進（川

西町・1万円）村山一代（為永・3，

000円）徳永国作（新座1・3，000円）

下条スタンプ会（3万円）下条地区

公民館版画教室（2万円）柳一夫（高

島2・タオル15枚）生越寿一（岩野・

野菜22kg）生越忠平（上新田3・野

菜14kg）小杉茂樹（蟹沢・野菜45kg）

生越真治（上新田1・野菜13kg）生

　　　　し越ツイ（原・おしぼりタオル35枚）

岩田クラ（中条新田・雑布60枚）星

野領平（下条中央通り・柿13kg）田

村スグ（岩野・固形石けん15kg）小

泉清（原・和生菓子）中山武助（谷

内丑1・タオル30枚）池田幸治（桑

原・野菜37kg）山田竹松（新光寺・

野菜3．5kg）渡貰栄（川西町・みかん

10kg）本町6－33組婦人部（タオル

30本）十日町市婦人会連絡協議会（ゴ

ム手袋50双）第四銀行十日町支店（チ

ューリップ球根100個）

慈光保育園に
ビデオセツトを贈呈

　～（財》目本防火協会～

㈲日本防火協会（笹川良一会長）

から慈光保育園（大谷紀子園長）幼

年消防クラブにビデオセットー式が

贈られ、11月11日（月）消防署で贈呈式

が行われました。

　
　
國
國
園
國
困
麟
購
巌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

上
半
期
事
業
　
　
　
　
　
秋
の
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
報
告
書
を
作
成
　
　
「
紅
葉
の
山
ば
と
ツ
ア
ー
」

　
設
立
二
年
目
も
、
半
年
を
経

過
し
ま
し
た
。
報
告
書
は
、
こ

の
間
に
行
っ
た
事
業
の
実
施
内

容
・
経
過
・
予
算
の
中
間
状
況

を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

十
月
十
一
日
に
開
か
れ
た
第
三

回
運
営
委
員
会
総
会
に
お
い
て

報
告
す
る
と
と
も
に
、
関
係
者
　
　
　
十
月
二
十
六
、
二
十
七
日
の

に
配
布
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
会
　
　
両
日
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
紅
葉

の
内
容
を
知
り
た
い
方
に
は
差
　
　
の
山
ば
と
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ

し
上
げ
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
　
　
ま
し
た
。
県
外
か
ら
の
参
加
者

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
は
、
観
光
バ
ス
に
て
二
十
六
日

　
五
月
に
行
っ
た
一
周
年
記
念
　
　
夕
方
に
十
日
町
入
り
。
や
す
ら

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
昨
年
同
　
　
ぎ
荘
に
て
盛
大
な
ウ
ェ
ル
カ
ム

様
の
め
ま
ぐ
る
し
い
半
年
間
で
　
　
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
た
が
、
行
っ
て
き
た
事
業
を
　
　
　
翌
二
十
七
日
は
、
県
内
・
市

見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
に
、
少
な
か
　
　
内
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
、
総

ら
ず
の
成
果
が
あ
っ
た
と
思
い
　
　
勢
四
十
名
。
く
や
し
い
こ
と
に

ま
す
。
特
に
、
八
月
に
行
っ
た
　
　
雨
に
た
た
ら
れ
、
さ
ん
ざ
ん
な

入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
結
果
、
　
　
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
が
、
昼

九
月
時
点
で
入
会
世
帯
数
が
前
　
　
食
で
の
そ
ば
や
キ
ノ
コ
料
理
、

年
度
に
肩
を
並
べ
、
現
在
（
十
　
　
そ
の
後
の
新
潟
県
き
も
の
の
女

月
末
現
在
）
で
は
前
年
を
百
世
　
　
王
コ
ン
テ
ス
ト
見
学
と
楽
し
い

帯
以
上
も
上
回
る
ま
で
に
な
り
　
　
　
一
日
で
し
た
。
き
も
の
の
女
王

ま
し
た
。
平
成
三
年
度
末
ま
で
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
の
抽
選
会
で
は
、

に
は
、
入
会
世
帯
数
二
千
世
帯
　
　
新
潟
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
和
田

を
目
標
に
活
動
し
て
い
く
予
定
　
　
洋
子
さ
ん
に
小
紋
一
反
が
当
た

で
す
。
皆
様
方
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
　
　
り
、
喜
び
を
二
倍
に
し
て
く
れ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
ま
し
た
。

7　とお．ガ夢豊　平成3年11月25日



1 懲　　．」」上」皿止＿

楽しもうスポーツ・つ《るう健康 体育課（総合体育館内盈52－4377）

　　　　　　　TOPIC・話題
川田さん一家（大黒沢）3人が全国大会出場

　大黒沢の川田秀子（44）さん、

明美（20）さん、美春（18）さ

ん親子は、今年3人そろって卓

球・空手の全国大会に出場し、

話題になっています。

　お母さんの秀子さんは、11月

9日から熊本で開かれたスポレ

ク熊本’91のラージボール卓球、

明美さんは、11月8日から東京で

開かれた全国青年大会の卓球、

美春さんは、8月6日から静岡での

全国高校総体の空手に出場し、強豪

相手に健闘してきました。

　若いときから卓球をしていた秀子

さんが、子供たちにも卓球を勧めた

のが家族でスポーツに親しむきっか

けだといいます。「全国大会に出られ

たのも夫の陰の力と支援してくれた

多くの皆さんのおかげです」と話す

お母さん。健康づくりと再度の全国

大会を目指して練習に励む明るく仲

むつまじい川田さん家族です。

全国冑年大会結果
　11月8日働から11日（月）まで、東京

都で開催された全国青年大会で、新

潟県代表として十日町市より陸上競

技・軟式野球・卓球の3種目に出場

し好成績を納めました。

■陸上競技（国立競技場）

　〉女子800m3位（2ラ34”57）阿部淑

　恵（23歳）〉女子100m予選4位
　（14”20）山口由紀子（21歳）

■軟式野球（上井草野球場）

　〉準々決勝進出・1回戦十日町2

　－0静岡・2回戦十日町3－0奈

　良・3回戦十日町2－1秋田・準々

　決勝十日町2－3茨城
■卓球（江戸川区スポーツセンター）

　〈団体戦＞・2回戦十日町3－2熊

　本・3回戦2－3神奈川

第13回新雪ジョギングマラソン大会
■と　き　平成4年1月2日休）

・受付：午前8時30分～・開会式：

午前10時・スタートニ午前11時

■ところ　十日町中学校体育館

■コースレ15km：国道252号市之沢

橋折り返しレ10km：国道252号北原

丁字路折り返しレ5km二中条上町

十字路折り返しレ3km：五軒新田

折り返し

市民体育館・総合体育館騒騒利用

■参加費　一一般2，000円、高校生以下

1，000円（申込時に納入してくださ

い）

■申し込み12月4日ωまでに、所

定の申込用紙に必要事項を記入し

て、市体育協会新雪マラソン大会

事務局（総合体育館内）へ。

■問い合わせ’大久保善雄（新座1

智57－8638）へ。

　　　　　　　　■後期二
　　　　　　　　　11月～4月
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ジュニアサッカー教室

■と　き　　〈12月〉　1・8・15・22

　日〈1月＞12・19・26日〈2月〉2・

9・23日〈3月〉1・8日の各日躍日

で、午前9時30分～正午

■ところ　総合体育館屋内運動場

■対象小・中学生（男女問いま
せん）

■参加費　1，000円（納入は随時）

■その他　各自、ボール・シューズ・

着替えを用意してください。

■申し込み11月30日㈹までに、庭

野和浩（江道・智57－8357）へ。、

　当日でも受け付けます。

⑭おもなスポーツ行事予定

期闘 癒事嶺 套揚 鰺催蒙管

1（日）

第13回地区対抗
バドミントン大会

総合体育館
バドミン
トン協会

平成3年度ジュニア

サッカー教室
総合体育館 サッカー

協　　会
2（月）

～

インドアテニス

基本講習会
総合体育館 テニス協会

4～8
㈱（日）

ナガセケンコー杯第7回

地区親善軟式庭球大会
総合体育館

軟式庭球
連　　盟

15（日） 十日町選手権女子
シングルステニス大会

総合体育館 テニス協会

22（日） 郡市中学校バスケ
ットカーニバル大会

十日町高校

体育館
バスヶット

ボール協会

12月の体育施設

　無料解放日は26日休）です

■受付期間　12月2日（月）～16日（月）

■抽選日（許可証交付）12月18日㈱

雛叢　議　塗獺霧欝㈱難縷趨灘i讐叢難鐵　鑛穣灘灘鑛灘灘鍵
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相談コーナー

①交通事故相談　　12月2日（月）

②定例行政相談　　12月13日㈲

0巡回内職相談　　12月20日働

時間＝午前10時～午後3時

④高齢者職業相談　毎週月曜日

～土曜日　午前9時～午後4

時（土曜正午、第2・第4土

曜は除く）

会場＝高齢者職業相談室

研作業停電
東北電力㈱十日町営業所暦52－3107

■12月11日㈱　午後1時30分～3時

30分／小泉3・吉田山谷の各一部

■12月13日㈹　午前9時30分～11時

30分／学校町1・2の各』部

■12月17日（火）午後1時～3時30分

／稲葉の一部

、磯i鰯霧麟饗懸霧諦讐醒灘墾簗葬．

瓢膨暢琶曝欝
⑪十日町観光情報　a57－0500

雪まつり情報

㊨妻有の民話　　　盈57－0300
12／2～8　　道心清水

12／9～15　宝手拭

12／16～22屍こき嫁

12／23～29ねずみ経

12／30～1／5　天福地福

⑪妻有の歴史　　　盈57－1000
12／1～12／31　十日町小唄

⑪くらしのダイヤル盈025－285－7000

12／2～9　この冬の灯油価格

12／9～16契約した覚えのないク

　　　　レジットカード

12／16～24暖房中の空気の汚れ

　　　　対策
12／24～1／6お酒は体にやさしく

　　　　飲みましょう

⑪健康テレホン　　盈52－6015

　（夕方5時～翌朝8時30分）

月曜日　赤ちゃんを事故から守る

　　　ために
火曜日　子供のひきつけ

水曜日　妊婦とコーヒー

木曜日　ぼけのおぼあちゃんとお

　　　嫁さん物語
金～日曜日　あなたの歯は一生の

　　　もの

9とおガ辞3平成3年11月25日
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品　　　名 規　格 希望価格

かまぼこ型車庫 骨組みのみ
間口4．1m高さ3．4m 相談で

スポーツバイク 50cc平成元年型 〃

乳　　母　　車 2人用 〃

ベビーカー 折りたたみ式 〃

加　　湿　　器 〃

ガスストーブ プロパン用 〃

バキューム台 工業用 〃

ボ　イ　ラ　ー 〃 〃

ア　イ　ロ　ン 〃 〃

ノルディックスキー スキー2m・
タツ26cm・ストッタ

〃

バイク　（赤） ホンダタクト50 7，000円～

　10，000円

ゴルフハーフセット ケース付
アシッタス 30，000円

ジグソーパズル 1，000ピース 4，000円

バネットラルゴ 車検平成4年3月
まで（日産） 200，000円

撒　　種　　機 2連式 20，000円

スキカル（替刃つき） 新品同様
ナショナル

4，500円

ゆずってくだ毒い一一

品　　　名 規　格 希望価格

乳　　母　　車 2人用 相談で

自　　転　　車 スポーツタイプ 〃

ベビーベット 〃

台　ば　か　り 100kg用 〃

自　　転　　車 小2・女児用 〃

ノ此 大人用 〃

ア　イ　ロ　ン 〃

オ　ー　ブ　ン 〃

す　べ　り　台 室　内 5，000円

パ　ン　焼　器 電　気 5，000円
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12月乳幼児健康診査。一

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
隣鍔児〕

11日

㈱

午後1時10分

　～1時45分

63年6月

生まれの幼児

1歳6ヵ月児

健　　　診

12日

㈲

午後1時10分

～1時45分
2年6月

生まれの幼児

4ヵ月児健診

　ならびに

育児学級

18日

㈱

午後1時10分

～1時30分
3年8月

生まれの乳児

10ヵ月児
身体測定

19日

㈲

午前9時30分

～10時30分

3年2月』
生まれの乳児

麟搬希1

会場は保健センターです

※1歳6カ月児、3歳児健診の幼児は歯科健診がありま
すから、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
児健診は尿検査もあります）

※4カ月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞
腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てくださ》㌔

　　　早期の「胃がん」なら100％治る

『胃がん検診』を受け付けます
死亡順位のトップとなった「がん」。現在のところはっきりとしたがんの原

因は解明されておらず、治療はがん細胞をいち早く見つけて取り除く以外に

はありません。定期検診を毎年きちんと受けて、早期発見、早期治療を心が

け、手遅れにならないうちに年に1度は胃の検査を受けましょう。

　3歳児健康診査では視聴覚検査を

実施します。1月の健診対象者に検

査セット等を送付しますので、12月

15日を過ぎても届かない人は、保健

衛生課（暦57－3111内線138・139）ま

で連絡してください。

■検診日　12月6日・8日・9日・

10日・16日・17日の6日間

受付時問：午前9時～11時

■ところ　保健センター

■対象者　市内に住所のある40歳以

上の人。ただし、今年胃の検査を

受けた人や受ける予定のある人は

除きます。

■検診料　500円

■申し込み　受診前日までに保健衛

生課保健衛生係（盈57－3111内線

139）に電話で連絡してください。

検診当日の受付で、問診票を記入

　していただきます。

〈胃がん検診を受けるときの注意〉

①検診前日の夕食は、午後8時まで

　に済ませてください。

②当日は、食べ物・飲み物・たばこ・

　薬・ガム等をとらないでください。

③上半身をぬぎやすいようにして来

　てください。

　※ボタンのない肌着以外はぬぎ、

　エレキバン等ははずしていただき

　ます。また、ズボン・スカートも

　ぬげるようにして来てください。

④すでに胃の手術をした人は、医療

　機関での検査をお勧めしますが、

　医療機関で検査を受けていない人

　は、この検査を受けてください。

⑤現在治療中の人、胃の具合の悪い

　人は医師に相談してください。

⑥妊娠しているかもしれない人は受

　診しないでください。

離夢一

12月の健康相談
会　場 期日 時　　　聞

保健センター
2・16日

の月曜日
午前9時

　　～
　　午後4時中条公民館 6日働

就業改善センター
12日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

羽根川荘 13日（金） 午前9時～午後4時

克雪センター 19日休） 午後2時～4時

水沢公民館 20日働

午前9時～午後4時川治公民館 24日（幻

下条公民館 27日㈹

1日（日）

8日（日〉

15日（日〉

22日（日〉

23日（月）

29日（日）

30日（月）

池田医院（本町西1）盈52－2581

上村病院（中里村）費63－2114

第二藤巻医院（川西町）盈68－2018

大坪医院（四日町1）盈57－6100

中条病院（北原）智57－3018

至誠堂医院（西浦町東）盈52－3276

大島医院（川原町）智52－2957

山口医院（下条中央通り）盈55－2003

古藤医院（津南町）智65－3001

3旧（火）庭野医院（寿町4）智52－2711

精神薄弱者（児）は運賃が割り引かれます

　平成3年12月1日から、療育手帳の交付を受けている精神薄弱者に対して、

次のように運賃割引制度が実施されます。この制度の適用を受けるためには、

療育手帳の書き替えが必要となります。

　手帳を所持していない精神薄弱者（児）が、割り引きを受けた場合には、

新たに手帳の交付申請が必要になります。

■問い合わせ　社会福祉事務所援護係（姪57－3111内線132・133）へ。

運
賃
割
引
制
度
の
概
要

交通機関 対象　者 区　　　分 割　　引　　率

J　　　R
民　　　鉄

すべての
精神薄弱者

単独利用 50％（101km以上）

重度で介護者付 本人・介護者とも50％

航　　　空 すべての
精神薄弱者

単独利用 25％

重度で介護者付 本人・介護者とも25％

旅客　船 すべての
精神薄弱者

単独利用 50％（101km以上）

重度で介護者付 本人・介護者とも50％

ノく　　　　ス すべての
精神薄弱者

単独利用 50％

重度で介護者付 本人・介護者とも50％

タクシー すべての精神薄弱者 10％

※タクシー運賃の割り引きは、身体障害者にも適用されます。

鯵献血車轡
〈受付時間〉

午前10時～正午、午後1時～3時

　2日（月）吉沢織物㈱昭和町工場

　15日（日）ライオン堂

　24日（幻　総合庁舎

　　　むし歯のないよい歯の子

　　　10月の3歳児健診を受けた子28名

よい歯の子

村山杏奈
塩川花恵
富井ちなみ
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